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 要　　旨
地震に伴う電磁放射現象が多数報告されている。これらの現象の原因として、地殻変動の際に岩石
破砕によって発生する電磁気変動が考えられる。しかし、地中での電磁波伝搬は減衰が非常に大きい
ため、地下数km以上の深さにある震源で生じた電磁気変動が伝わることは考えにくい。岩石破砕に
よる電磁気変動、地震の際に観測される電磁放射現象、それに野島断層沿い地中伝搬実験を関連付け
るためには、震源で生じた電磁気変動が地表まで到達できるような低減衰の伝搬経路を仮定する必
要がある。冨澤研究室で行った兵庫県淡路島野島断層におけるLF帯電気信号地中伝搬実験より、電
界強度が断層沿いに広がって分布していることがわかっている。
本研究では、一般に断層が周囲の地層よりも10～100倍ほど高導電率であることから、断層に沿っ
て電流的に流れるような減衰の小さな伝搬路モデルを考え、実験結果をFDTDモデル計算結果と比較
し解析した。まず、実験結果の解析にFDTD法を使用する利点が、地層のような複数の媒質をもつ解析
が媒質定数や時間ステップなど定数を変えるだけよく比較的簡単に解析ができることを述べた。地
中では分散性の影響が大きく、この対策が重要であることを明らかにした。また、吸収境界条件がMur
の 1次条件ではモデル境界から強い反射が無視できず、PMLを採用して約20dB低減できた。さらにモ
デル領域拡大を目的としたプログラムの効率化を行い、従来の研究では実現できなかった断層沿い
方向に660ｍという広い領域で実験と計算結果の比較ができた。
実験結果と単純断層モデル計算結果の比較では、地中が一様で断層が無いモデル計算の結果も併
せて比較することで、この単純モデルでは断層が無い場合に比べて遠方での強度降下が低く、実験結
果の断層沿い分布傾向が断層による影響を受けていることが確認できた。次に、野島断層東側に広が
る花崗岩層を考慮したモデル計算結果では、断層が無い場合より断層沿い地表電界に強度増加が見
られた。この花崗岩層モデルと同じ厚さの花崗岩層を設置した断層なしモデルとの比較では、断層が
あることで遠方での強度増加が見られたことから、断層との導電率コントラスト比が高いことで電
磁波の地中伝搬が捕促されていると考えた。また実験結果との断層沿い方向の分布比較も形状とし
ては同様であることから、断層沿い伝搬を裏付ける結果といえる。さらに断層直交方向の電界強度分
布では断層東側が強いという実験結果と同じ特徴を示したことから、実験結果には花崗岩層の影響
が強く出ていると考えられる。以上の結果から、実験結果の断層沿い電界強度の広がりは地下の信号
が断層に沿って伝搬してきたものであると結論した。
